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日時　10月 13 日（土）
場所　大山寺・大山博労座
　・大山寺の無料拝観
　・ガイドボランティアによる無料観光案内
　・大山の恵みからす天狗市

　全国から選りすぐりの枝肉のセリをご覧い
ただけます。西田佳樹さん（羽田井）の飼育
した和牛が、県代表として出品されます！
日時　10月 14 日（日）
場所　名和農業者トレーニングセンター
　・地元食材を使った山の汁・海の汁でのお 
　　もてなし ( 限定 800 食 )
　・お茶・赤飯などでの接待（一息坂峠の伝
　　統行事）
　・大山の恵みミニからす天狗市

日時　10月 11 日（木）～ 14日（日）

場所　米子市崎津住宅団地

「とっとり大地と海のフェスタ」

　・大山町特産品（大山おこわ、飲むヨー

　　グルト、お茶など）他、県内特産品の

　　販売

「イベントステージ」（inとりモーステージ）

（予定）

　・大山僧兵太鼓の演奏

　・「大山賛歌」コンサート　など

「種牛の審査会」

　・牛の総数 313 頭！巨大テント内での

　　審査がご覧になれます。

　・大山町観光案内コーナー
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大山寺山門手前の右手

にたたずむ牛霊碑

牛馬守護札に大山ヨモギを乾燥させたモグ

サ（牛のエサ）を付けたものを、博覧会の

参拝記念札として用意しているとのこと

日時　10月 13 日（土）

畜魂祭(牛の慰霊祭)・
　　牛馬繁栄特別法要

　全国から選りすぐりの枝肉のセリをご覧い
肉牛の部(名和セリ会場)

日時　10月 11 日（木）～ 14日（日）

種牛の部(米子メイン会場)

【お知らせ】9月 29 日（土）の大山学講座で「牛馬市と牛馬信仰」と題し講演会があります。（5ページで紹介）

町内のイベントを
　　中心に紹介します


